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命にかかわる急病、急性腹症、熱中症は迷わず救急センターへ
　救急車で運ばれる急病疾患の半数は
入院を要する病態であり、急性腹症の約
20％は手術を要する状態です。
 熱中症も急速に状態が悪くなる病態で
あり、このような時は迷わず救急センター
へ来てください。
 そのほか「迷った時はどのようにすれば
よいか」など、救急の患者様に多い症状
と治療についてお話したいと思います。

8月30日（木）13：00～14：00日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

湘南東部総合病院 東館1階 講堂
講 

師

湘南東部総合病院
外科

蒔田 勝見 医師

交通のご案内

お問合わせ
湘南東部総合病院（地域連携室）
☎0467-89-3633
茅ヶ崎市西久保500

JR茅ケ崎駅北口および茅ヶ崎市内各所
より無料シャトルバスあり

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

1
北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45

血糖が下がる食べ方、体重が減る食べ方
　「もしかして、まだカロリー制限とか、
糖質制限とか、やっていますか？制限は
もう要りません。食べる順番や食べ合わ
せを工夫することにより糖も体重も下が
ります。本当ですよ！」と植木医師は話
します。是非ご参加下さい。

9月27日（木）14：30から

次回予告

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

10月29日（月）14:30から
【講師】 眼科 吉川 麻里 医師
「白内障って、いつ手術すればいいの？」

辻堂

中央公園

平塚

北口

1

茅ケ崎駅

茅ケ崎
中央病院茅ヶ崎市役所

湘南
ふれあいの園

茅ケ崎駅前

交通のご案内

お問合わせ
茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

JR茅ケ崎駅北口より徒歩5分

講 

師

茅ケ崎中央病院
糖尿病外来

植木 彬夫 医師湘南ふれあいの園 2階 ラウンジ

り
期
待
で
き
ま
す
が
、
ア
ブ
ミ
骨

の
上
半
分
の
構
造
が
壊
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
思
う
よ
う
に
聴
力
が

改
善
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

再
建
材
料
は
、自
身
の
耳
小
骨
、

側
頭
部
の
表
面
の
骨
、
耳
た
ぶ

の
軟
骨
、
人
工
耳
小
骨
な
ど
あ
り

ま
す
が
、
当
院
で
は
患
者
様
ご
自

身
の
骨
が
使
え
れ
ば
、
そ
れ
を
用

い
る
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
術
後
に
、
鼓
膜
の
奥
へ

空
気
が
十
分
に
入
っ
て
い
く
と
、

鼓
膜
の
振
動
や
奥
の
耳
小
骨
の
振

動
が
良
好
と
な
り
、
聴
力
は
ア
ッ

プ
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

耳
漏
、
難
聴
は
早
め
に
当
院
へ

ご
受
診
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（
取
材
協
力
／
同
院

☎︎
０
４
６
７
・
８
６
・
６
５
３
０
）

す
。
当
院
で
は
安
全
性
、
身
体

へ
の
負
担
お
よ
び
完
成
度
を
十

分
考
慮
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
外
耳
道
後
壁
削
開
型
】

　

当
院
で
は
後
壁
を
再
建
し
て

も
、
術
後
の
耳
の
穴
の
形
が
正
常

に
近
く
な
る
よ
う
な
手
術
を
行
な

い
ま
す
。
最
近
で
は
外
耳
道
経
由

の
内
視
鏡
下
耳
科
手
術
に
も
対
応

す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
Ｑ
．「
鼓
室
形
成
術
」
は
聴
力

改
善
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手

術
を
す
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
術
後
の
聴
力
改
善
に
は
、

耳
小
骨
の
残
存
状
態
と
耳
管
機
能

が
重
要
で
す
。

　

内
耳
へ
音
を
伝
え
る
耳
小
骨
の

残
存
状
態
に
よ
っ
て
、
鼓
膜
の
修

復
の
み
な
ら
ず
耳
小
骨
の
再
建
も

必
要
で
す
。
主
と
し
て
「
ア
ブ
ミ

骨
」
が
完
全
な
状
態
で
残
っ
て
い

れ
ば
、
術
後
の
聴
力
改
善
が
か
な

　
Ｑ
．
耳
の
手
術
治
療
「
鼓
室
形

成
術
」
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で

す
か
？
そ
の
治
療
法
の
特
徴
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．「
鼓
室
形
成
術
」
は
そ
の

手
術
法
に
よ
り
、【
外
耳
道
後
壁

保
存
型
】
と
【
外
耳
道
後
壁
削
開

型
】
の
２
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

【
外
耳
道
後
壁
保
存
型
】

　

耳
の
穴
の
形
が
保
た
れ
、
比
較

的
聴
力
改
善
が
得
ら
れ
や
す
い
と

い
う
点
で
好
ま
し
い
と
い
え
ま

す
。
た
だ
し
、
幼
少
時
よ
り
中
耳

炎
を
繰
り
返
し
て
き
た
場
合
に

は
、
側
頭
部
の
骨
の
発
育
が
不
良

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
外
耳
道
後
壁

削
開
型
が
適
す
る
場
合
も
あ
り
ま

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
副
院
長
を
務
め
る
石
田
克

紀
医
師
（
耳
鼻
咽
喉
科
）
に
、
耳
の
手
術
「
鼓
室

形
成
術
」に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。　
〈
取
材
協
力
〉

病
巣
の
徹
底
清
掃
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　
「
鼓
室
形
成
術
」
は
、耳
漏
（
み

み
だ
れ
）
停
止
の
ほ
か
、
鼓
膜
の

穿
孔
閉
鎖
（
穴
を
塞
ぐ
）、
難
治

性
の
真
珠
腫
、
癒
着
性
中
耳
炎
に

お
け
る
病
巣
の
除
去
、
聴
力
改
善

な
ど
に
も
有
効
な
手
術
法
で
す
。

　

耳
の
悩
み
は
そ
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
早
め
に
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

中
耳
炎
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
最
近
は
抗
菌
薬
が
効
か
な
い

「
緑
膿
菌
」
や
「
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
」
に

よ
る
中
耳
炎
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
頻
回
に
わ
た
る
耳
漏

の
吸
引
・
清
掃
と
、
生
理
食
塩
水

で
の
根
気
強
い
洗
浄
、
さ
ら
に
抗

菌
薬
の
適
正
使
用
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
で
も
耳
漏
が
改
善
し
な
い

場
合
に
は
、「
鼓
室
形
成
術
」
で

　

耳
の
病
気
で
お
な
じ
み
の
中
耳

炎
。
最
近
は
、「
薬
剤
耐
性
菌
感

染
中
耳
炎
」
や
「
反
復
性
中
耳
炎
」

が
増
え
て
い
ま
す
。

耐
性
化
し
た
菌

　

抗
菌
薬
の
発
達
と
と
も
に
慢
性

湘南東部総合病院
下平憲治 医師

（ロボット専門医）

マ
ー
カ
ー
で
あ
る「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」

の
普
及
に
よ
り
、
よ
り
早
期
に
前

立
腺
が
ん
を
診
断
し
、
治
療
を
行

な
う
こ
と
が
可
能
で
す(

確
定
診

断
は
組
織
検
査
を
行
な
い
ま
す)

。

　

前
立
腺
が
ん
に
は
様
々
な
治
療

法
が
あ
り
ま
す
が
、
早
期
に
発
見

さ
れ
た
前
立
腺
が
ん
で
あ
れ
ば
、

手
術
で
根
治
が
の
ぞ
め
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
」
を
今
夏
（
平
成
30
年
６
月
）

に
導
入
し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ま
に
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
で
の

手
術
治
療
を
提
供
し
、
確
実
性
を

有
し
た
よ
り
低
侵
襲
な
前
立
腺
が

ん
治
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
取
材
協
力

湘
南
東
部
総
合
病
院

☎
０
４
６
７・
８
３・
９
１
１
１

（
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０
）

＊
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
無
料
シ
ャ

　
ト
ル
バ
ス
運
行

　
Ｑ
．
前
立
腺
が
ん
は
国
内
で
増

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
近
年
、
社
会
全
体

の
高
齢
化
や
食
生
活
の
欧
米
化
な

ど
に
よ
り
、
前
立
腺
が
ん
は
日
本

人
男
性
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍

ら
保
険
適
応
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
従
来
の
開
腹
手
術
と
の
違

い
を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
を
使
用
し
て
行
な
う

Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は
、
患
者
さ
ま
に
優
し

い
手
術
で
、
早
期
の
社
会
復
帰
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
〉

　
①
傷
口
が
小
さ
い

　
②
術
中
の
出
血
が
少
な
い

　
③
術
後
の
疼
痛
が
少
な
い

　
④
回
復
が
早
い

　
⑤
機
能
温
存
の
向
上　
な
ど

　
Ｑ
．
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
の
手
術

は
、
自
費
負
担
（
保
険
適
用
外
）

で
は
な
い
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
根
治
的
前
立
腺
全

摘
除
（robot-assisted radical 

prostatectom
y; 

Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
は

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
４
月
か

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
よ
る
根
治
的
前

立
腺
全
摘
除
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
外
科
学
会
・
ロ
ボ
ッ
ト
専
門
医
の
下
平

憲
治
医
師
（
湘
南
東
部
総
合
病
院
・
泌
尿
器
科
）
に
、
こ
の
治
療
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

会
」
な
ど
）。

　

日
本
で
最
初
に
承
認
さ
れ
た
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
「
前
立
腺
が

ん
全
摘
術
」
は
、
現
在
で
は
前
立

腺
が
ん
手
術
に
お
け
る
標
準
的
な

術
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
に
よ
っ
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
前

立
腺
が
ん
の
手
術
治
療
に
お
い

て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て

い
る
現
状
で
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
自
体
も
進
化
を
遂
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
新
式
で
は

人
間
の
手
の
可
動
範
囲
を
超
え
て

曲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
回

転
す
る
「
関
節
機
能
」
に
よ
っ
て
、

術
者
（
医
師
）
は
こ
れ
ま
で
困
難

で
あ
っ
た
部
位
に
あ
る
病
巣
に
対

し
て
も
、
安
定
し
た
自
然
な
動
き

で
手
術
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

人
間
の
身
体
に
も
、
経
済
的
に

も
、
負
担
が
少
な
い
「
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
」
手
術
は
、
医
療
界
の
代
表

的
な
手
術
方
式
の
一
つ
に
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ま
で
保
険
適
用
は
、
次
の

内
容
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
▽
前
立
腺
が
ん
全
摘
術

　
▽
腎
臓
が
ん
部
分
切
除
術

　

し
か
し
、
今
年
４
月
か
ら
は
こ

れ
に
加
え
て
、
次
の
症
例
に
も
適

用
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
▽
胃
が
ん

　
▽
肺
が
ん

　
▽
直
腸
が
ん

　
▽
膀
胱
が
ん

　
▽
子
宮
体
が
ん

　
▽
憎
帽
弁
閉
鎖
不
全
症（
心
臓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
シ
ス
テ

ム
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
よ
る
前

立
腺
が
ん
や
腎
臓
が
ん
の
手
術
で

は
、
腹
腔
鏡
な
ど
の
既
存
技
術
に

対
し
て
優
位
性
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
（「
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
外
科
学

保
険
診
療
の
適
用
範
囲
が
大
幅
に

拡
大
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
シ
ス
テ

ム
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
は
、
こ
の

春
（
２
０
１
８
年
４
月
）
か
ら
、

　

医
学
と
科
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
日
本
で
も
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
治
療
法
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
」。

今
年
４
月
か
ら
健
康
保
険
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
の
手
術
イ
メ
ー
ジ

医師が遠隔操作する機器▶︎

▲ 人間の「腕」に相当する
　 手術支援ロボットの
　 アーム部分

石田 克紀 医師
（茅ケ崎中央病院 副院長）

キヌタ骨

聴神経

外耳道

蝸
牛鼓膜

ツ
チ
骨

アブミ骨

中耳 内耳外耳
※耳イメージ

耳
鼻
咽
喉
科
の
ド
ク
タ
ー
に
聞
く
②

聴
力
改
善
の
た
め
の
「
鼓
室
形
成
術
」

茅
ケ
崎
中
央
病
院
・
石
田
克
紀 

医
師

抗
菌
薬
が
効
か
な
い
中
耳
炎
が
増
加

　

前
立
腺
が
ん
治
療
は
当
院
の

　
　
　

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」で

湘
南
東
部
総
合
病
院
　
下
平
憲
治 

医
師
（
泌
尿
器
科
）

医
療
費
負
担
の
軽
減
に
朗
報

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
保
険
適
用
が
拡
大
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株式会社FMC 〒253-0083 神奈川県茅ヶ崎市西久保500番地

☎0467-88-1263

ふれあい東戸塚保育園 〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-15 ☎045-827-2637
ふれあい大和保育園 〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-4-14 ☎046-278-3911
ふれあい町田保育園 〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘１-３-10 ☎042-798-1121
ふれあい綾瀬保育園 〒252-1103 神奈川県綾瀬市深谷中1-4-13 ☎0467-77-5111
ふれあいさがみ野保育園 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷2-16-11 セトビル103 ☎046-233-5110
ふれあい茅ヶ崎保育園 〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38 茅ヶ崎ソシエ弐番館205 ☎0467-86-6530

● 夏期休暇（最大3日）の他、各種特別休暇あり
● 医療費補助制度あり（グループ指定の外来・入院・薬局）
● 入職後は充実した研修により、知識・技術の向上が図れます（常勤対象）

新設保育所オープン! 
保育士募集

勤務地

常 勤

非常勤

184,600円～327,600円
（夜勤1回）  5,000円
（皆勤手当）10,000円

時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～
時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～

無料セミナー これで安心！老人ホームの選び方
今回のセミナーでは、老人ホームの種類や費用、受けられるサービス、働いている職員など、
老人ホームに関する疑問や不安について分かりやすく丁寧に解説します。

高齢者介護 SOS ！
こんな時どうする？
自宅介護の困難例を実例で
紹介します。

これで安心！
老人ホームの選び方
老人ホームの種類や費用など
を解説します。

施設紹介
ふれあいグループの介護
施設を紹介します。

8 25月 日 土
13:30～15:15

日程

会場

申込

フジサワ名店ビル
6 階 A ホール
（藤沢市南藤沢2-1-1）

南口

藤沢駅

フジサワ
名店ビルOPA

小田急百貨店

湘南ふれあいの園
☎0467-57-6050

定員 20名！お申込みはお早めに

（湘南東部）

関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
入
居
に
関

す
る
相
談
、
施
設
見
学
な
ど
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

医
療
従
事
者
が
訪
問

　

同
ホ
ー
ム
の
協
力
医
療
機
関

「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」「
茅
ケ
崎

中
央
病
院
」「
茅
ケ
崎
新
北
陵
病

院
」
で
は
、
急
変
時
の
救
急
車
に

よ
る
救
急
搬
送
は
も
ち
ろ
ん
、
医

師
、
歯
科
医
、
歯
科
衛
生
士
が
往

診
。
さ
ら
に
、
理
学
療
法
士
（
Ｐ

Ｔ
）
や
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）
ら

も
ホ
ー
ム
に
来
る
の
で
、
病
院
へ

通
院
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
治

療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
院
・
入
院
も
安
心
な
の
は

　

協
力
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
入

院
に
は
、
同
ホ
ー
ム
の
看
護
師
や

職
員
が
同
行
す
る
の
で
安
心
で
す

（
同
行
費
用
は
月
額
利
用
料
及
び

介
護
保
険
料
に
係
る
利
用
料
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
）。

　

同
ホ
ー
ム
は
医
療
グ
ル
ー
プ

（
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
）
の
施
設

で
あ
る
利
点
を
活
か
し
、
医
療
機

求
め
ら
れ
る
介
護
＋
医
療

　

老
人
ホ
ー
ム
に
と
っ
て
、
医
療

面
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
、
入
居
者

の
命
に
係
る
か
な
り
重
要
な
要
素

で
す
。

　

茅
ケ
崎
駅
か
ら
徒
歩
７
分
の
好

立
地
に
あ
る
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
元
町
」
は
、
複
数
の
医
療
機
関

か
ら
の
緊
密
な
協
力
体
制
が
整
っ

て
い
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

同
ホ
ー
ム
に
は
、「
週
３
回
の

透
析
治
療
の
た
め
の
通
院
が
難
な

く
で
き
、
さ
ら
に
有
意
義
な
生
活

を
送
れ
る
施
設
を
探
し
て
い
ま

す
」「
片
麻
痺
が
あ
る
の
で
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
充
実
し
て

い
る
施
設
が
希
望
」「
今
は
大
丈

夫
だ
け
ど
、
こ
の
先
の
不
安
の
た

め
に
手
厚
い
医
療
サ
ポ
ー
ト
を
期

待
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
医
療
と

介
護
の
双
方
を
必
要
と
す
る
人
や

そ
の
家
族
か
ら
、
多
く
の
相
談
と

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
」
を
強

力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
は
、「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」「
茅

ケ
崎
中
央
病
院
」「
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
」
で
す
。
医
療
面
で
も

大
き
な
安
心
を
提
供
し
て
い
る
同
ホ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

　

○
…
「
ま
ず
第
一
に
考
え
て
い

る
の
は
、
安
全
な
治
療
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
要
点
を
的
確
に
と
ら

え
た
〝
的
を
得
た
診
療
〟
を
心
が

け
て
い
ま
す
」。
診
察
で
は
、
医

師
に
話
を
す
る
際
、
誰
も
が
戸
惑

い
、
口
下
手
に
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。「
患
者
様
の
た
め
に
も
、

必
要
な
情
報
が
聞
き
出
せ
る
よ
う

に
配
慮
し
、
会
話
の
中
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
」。
大
学
病
院
で

キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
現
在
は
茅
ケ

崎
中
央
病
院
・
耳
鼻
咽
喉
科
の
医

長
を
務
め
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割

を
「
何
で
も
屋
な
ん
で
す
よ
」
と

語
り
ま
す
が
、
同
科
全
体
に
目
を

通
し
て
ま
と
め
、
潤
滑
な
運
営
が

で
き
る
よ
う
に
束
ね
る
重
要
な
職

務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
外
来
診
察
日
は
、
火
・
水
・

木
・
土
曜
日
の
各
午
前
（
㈬
は
２
・

４
週
目
の
み
）（
㈯
は
２
週
目
除

く
）。
火
曜
日
午
後
に
は
、
若
年

化
し
て
い
る
「
副
鼻
腔
炎
」
の
専

門
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
気

管
支
喘
息
と
合
併
し
や
す
く
、
ア

レ
ル
ギ
ー
が
関
連
し
た
若
年
性
の

好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
が
増
え
て
い

ま
す
。
副
鼻
腔
炎
は
風
邪
の
症
状

（
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・
く
し
ゃ
み
等
）

に
似
て
い
る
の
で
、
は
じ
め
は
内

科
に
か
か
ら
れ
る
方
も
多
い
疾
患

で
す
」。

　

○
…
午
後
は
手
術
が
多
く
「
主

治
医
と
し
て
執
刀
医
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
当
院
は
チ
ー
ム

医
療
を
実
践
し
て
い
る
の
で
、
全

て
の
手
術
に
参
加
し
て
い
ま
す
」。

そ
れ
に
と
も
な
い
土
曜
日
午
後

は
「
術
前
検
査
等
を
行
な
う
専
門

外
来
」
を
設
置
。「
通
常
の
診
療

中
に
伝
え
き
れ
な
い
内
容
も
、
術

前
に
し
っ
か
り
お
話
で
き
る
よ
う

に
」
と
話
し
、
患
者
へ
の
真
摯
な

態
度
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

○
…
茅
ケ
崎
中
央
病
院
へ
は
湘

南
地
域
の
み
な
ら
ず
県
外
か
ら

の
来
院
者
も
い
ま
す
。「
当
院
は
、

他
院
で
は
〝
マ
イ
ナ
ー
〟
と
さ
れ

が
ち
な
『
耳
鼻
咽
喉
科
』
や
『
眼

科
』
に
重
点
を
置
い
て
い
る
病
院

で
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
こ
の
分

野
に
実
績
が
あ
り
、
円
滑
な
治
療

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
様
の
お
悩

み
や
治
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
ま
す
」。
真
剣
な
眼

差
し
で
優
し
く
語
り
ま
し
た
。

峯川 明 医師
 （みねかわ あきら）　　　　

茅ケ崎中央病院
【耳鼻咽喉科】

日本耳鼻咽喉科学会 専門医

　
的
確
な
診
断
・
的
確
な
治
療
で

　
　
　
　
　
　
　
　「
安
全
が
第
一
」

こ
の「
人
」に
聞
く

利
用
者
様
や
ご
家
族
様
、
連
携
し

て
い
る
施
設
の
皆
様
に
ま
で
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
『
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
』

に
ご
入
院
さ
れ
た
患
者
様
に
限
ら

ず
、
介
護
が
必
要
な
地
域
の
方
の

在
宅
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
」。（
取
材
協
力
）

南
部
で
地
域
医
療
を
支
え
る
『
ふ

れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
内
に

事
業
所
を
構
え
、医
師
や
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
ら
と
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
入
院
時
か
ら
退

院
後
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
は
時
々
『
医
療

に
関
す
る
知
識
に
自
信
が
な
い
』

と
い
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
存
在

を
耳
に
し
ま
す
が
、
私
た
ち
の
事

業
所
に
は
看
護
師
や
作
業
療
法
士

な
ど
の
医
療
経
験
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
が
お
り
、『
医
療
か
ら
介
護

ま
で
、何
で
も
相
談
で
き
る
』
と
、

と
の
調
整
な
ど
を
行
な
う
『
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
』
で
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
よ
っ
て
在
宅
療
養
生
活
は

大
き
く
変
化
す
る
の
で
、
私
た
ち

は
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
の
お

話
を
じ
っ
く
り
と
伺
い
、
希
望
に

合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
」

安
心
の
医
療
連
携

　
「
私
た
ち
の
強
み
は
、
グ
ル
ー

プ
内
の
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
、
充
実
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
で
す
。

　
『
医
療
と
介
護
の
連
携
は
ま
だ

不
十
分
』
と
の
内
容
が
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
平
塚
市

な
方
の
た
め
に
、
要
介
護
認
定
の

申
請
の
お
手
伝
い
や
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
書
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
の
作
成
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

介
護
の
カ
ギ
を
握
る

　
（
古
川
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
が
必
要

　

ふ
れ
あ
い
平
塚
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、
医
療
・

介
護
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
利
用
者
と
家
族
の
希
望
に

あ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
所
の
古

川
秀
子
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

ケアマネジャーの主な役割

要介護認定
市町村から委託を受け、要介護者の自宅を訪問
し、心身の状態を確認します。また、更新申請
に関する書類作成の代行業務を行ないます。

ケアプランの作成や管理
課題分析を行ない､目標を設定した上でケアプラ
ンを作成します。介護サービスの開始後には、定
期的に要介護者を訪問し､目標が達成できている
か､介護サービスに不満がないか等を確認します。

給付管理
支給限度額の確認と利用者負担額の計算をしま
す。サービス利用票の作成や、給付管理票を作
成し、提出します。

要介護者や家族からの相談対応
要介護者からの相談や、要介護者の家族から寄
せられる相談に対応し、希望に沿った介護サー
ビスを提案します。

古川ケアマネジャー（左２人目）ら同所スタッフ

ふれあい平塚居宅介護支援事業所

☎0463-20-5272
平塚市袖ヶ浜 1-12
（ふれあい平塚ホスピタル内）

お気軽にお問合せください。

医療･介護の連携が
私たちの強みです！

Ｐ
Ｔ
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ（
右
下
）、

送
迎
車
（
左
下
）
な
ど
が
充
実

（
上
：
ホ
ー
ム
外
観
）

茅ケ崎駅

茅ケ崎中央病院

北口

１
45

ナーシング
ホーム元町

ナーシングホーム元町
介護付有料老人ホーム

☎ 0467-88-2500
茅ヶ崎市元町 10-3
（JR茅ケ崎駅北口から 7分）

ショートステイ・
ご相談はお気軽に

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町

「
医
療
と
介
護
の
安
心
感
」
で
問
合
せ
殺
到

医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
患
者
を
結
ぶ

療
養
生
活
支
え
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
ふ
れ
あ
い
平
塚
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
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最近“ムセ”ていませんか？
　ものを食べたり飲んだりしたとき、頻繁に
むせるのは、老化のサインかもしれません。
　今回は当院リハビリテーション科の言語
聴覚士が「ムセ」の原因とその対策につい
て、皆様にわかりやすくご説明いたします。

8月30日（木）13：30～15：00

次回予告

講 

師

日 時

会 場

ふれあい平塚ホスピタル
リハビリテーション科

田中 真人 言語聴覚士

医学講座 参加無料参加無料

9月26日（水）
【講師】 菅谷 睦 医師
（日本リハビリテーション医学会専門医・日本脳卒中学会専門医）
「脳卒中になったら生活はどう変わる？」

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい平塚ホスピタル（総務課）
☎0463-22-4105
平塚市袖ヶ浜1-12

JR平塚駅南口より徒歩15分

平塚駅
茅ヶ崎

湘南
海岸公園

交番

高浜公園前

小田原

南口
バスターミナル

国道134号線

ふれあい
平塚ホスピタル

ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室
～ムセの原因は老化？
   上手に飲み込む方法をアドバイス～

　蒲焼きは、関東と関西で調理方法が異なります。関東では背開きで白焼きに
したものを蒸してから再度焼きます。関西では腹開きにして、蒸さずに焼きます。
　うなぎはビタミンＡ、ビタミンＤ、ビタミンＢ1、ビタミンＢ2、ビタミンＢ6、
ビタミンＢ12を豊富に含み、エネルギー代謝が効率的に行なわれ、身体の
調子も整えます。

う ざ く

監修・調理／管理栄養士:穴田律子

材 料 【１人分】81kcal／塩分2.1ｇ

● うなぎ（蒲焼き） 1/4串（80ｇ）
● わかめ（もどしたもの） 25g
● きゅうり 1/2本（50g）
● 塩 0.15ｇ
● 生姜（せん切り） 10g
　　　● 酢 8cc
　　　● 砂糖 4g
　　　● 塩 0.5g
　　　● だし汁 2.5cc

合
わ
せ
調
味
料

～疲労回復や夏バテ対策には、うなぎ!～

『将来をイメージしませんか？』 Open Campus
2018 夏湘南医療大学

●夏のオープンキャンパス
8 月 10 日（金）・11 日（土）10:00~15:00

●授業体験フェスタ
8 月 26 日（日）10:00~15:00 公開講座も

開催

茅ヶ崎看護専門学校
●オープンキャンパス
8 月 17 日（金）・29 日（水）13:00～16:00

体験学習
あり

下田看護専門学校
●学校説明会
8 月 28 日（火）13:00~16:00

体験実習
あり

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
●学校説明会

8 月 10 日（金）14:00~16:30

●授業体験会

＜理学療法学科･作業療法学科＞

＜言語聴覚学科＞
8 月 10 日（金）10:00~12:00

＜言語聴覚学科＞8月 18 日（土）10:00~12:00

医療ビジネス観光情報専門学校
●模擬授業･AO 対策講座 8 月 10 日（金）10:00～12:00
●〈医療ビジネス学科限定〉スペシャルOP 8 月 18 日（土）14:00～15:30
●保護者説明会 8 月 19 日（日）10:00～11:30
●〈観光学科限定〉スペシャルOP 8月 21日（火）10:00～13:00
●個別相談会 8 月 25 日（土）10:00～12:00

☎ 045-821-0115

☎ 0467-88-6611

☎ 0467-86-6011

☎ 0558-25-2211

☎ 042-744-9711
学校説明会･オープンキャンパス･入試の詳細については各校へお問い合わせください。医療･保健･福祉･教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

▼病棟には団欒で
　きる「ファミリー
　ルーム」もある

薬
剤
師
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の

で
、
高
い
専
門
性
を
活
か
し
、
医

師
か
ら
の
説
明
を
わ
か
り
や
す
く

補
足
し
な
が
ら
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

が
ん
終
末
期
の
研
修
を
受
け
た

当
院
の
『
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
』
も

緩
和
ケ
ア
に
か
か
わ
り
、
医
師
と

と
も
に
患
者
さ
ま
の
症
状
を
評
価

し
つ
つ
、
ご
希
望
も
伺
い
な
が
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
」。

意
志
を
尊
重
し
た
ケ
ア

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
緩
和
ケ

ア
科
で
は
、
患
者
や
そ
の
家
族
の

意
志
を
尊
重
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
活
か
し
、
チ
ー
ム

一
体
と
な
っ
て
可
能
な
限
り
身
体

的
、
精
神
的
苦
痛
を
緩
和
す
る
こ

と
に
最
大
限
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
同
院
の
緩
和
医
療
は
、
入
院

治
療
だ
け
が
対
象
と
い
う
こ
と
は

な
く
、通
院
に
よ
る
外
来
診
療（
緩

和
ケ
ア
外
来
）
の
受
診
も
可
能
で

す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
緩
和
ケ

ア
の
詳
し
い
内
容
・
個
別
相
談
・

希
望
な
ど
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

で
は
、
痛
み
の
ほ
か
、
腹
水
貯
留

や
胸
水
貯
留
、
呼
吸
苦
、
腸
閉
塞

な
ど
様
々
な
苦
痛
を
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
精
神
的
に
も
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
方
が
多

く
、
不
安
や
不
眠
な
ど
の
症
状
も

出
現
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
身

の
苦
痛
を
総
合
的
に
緩
和
し
、
患

者
さ
ま
や
ご
家
族
が
穏
や
か
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
は
、

当
院
（
湘
南
東
部
総
合
病
院
）
緩

和
ケ
ア
科
の
最
大
の
目
標
で
す
。

　

当
科
で
は
、
チ
ー
ム
医
療
と
し

て
各
専
門
職
が
密
接
に
連
携
し
て

い
ま
す
。
医
師
に
お
い
て
は
、
痛

み
の
治
療
に
精
通
し
た
専
門
医
師

や
、
が
ん
治
療
や
精
神
科
領
域
の

治
療
経
験
者
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
痛
み
、
痛
み
以
外
の
身
体
的

苦
痛
、
不
安
、
不
眠
な
ど
の
多
様

な
症
状
に
対
し
、
専
門
性
の
高
い

緩
和
医
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
緩
和
ケ
ア
に
対
す
る
志
の

高
い
看
護
師
が
、
日
々
の
看
護
を

通
じ
て
患
者
さ
ま
の
身
体
の
看

護
、
ご
家
族
へ
の
精
神
的
な
サ

ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
士
は
、
定
期
的
に
患
者
さ

ま
の
も
と
を
伺
い
、
精
神
的
な
ケ

ア
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
棟
に
は
、
緩
和
医
療
専
属
の

療
」
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
緩
和
ケ

ア
内
科
の
科
長
・
坂
口
貴
子
医
師

は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
緩
和
医
療
は
残
念
な
こ
と
に
、

ま
だ
社
会
認
識
が
低
い
と
言
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

緩
和
医
療
に
よ
っ
て
、
が
ん
の
進

行
や
転
移
に
よ
る
痛
み
は
、
医
療

用
麻
薬
を
医
師
の
指
示
の
下
で
適

切
に
使
用
す
る
こ
と
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
鎮
痛
補
助
薬
や
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
を
使
用
し
て
、
が
ん
や
転
移
に

由
来
す
る
痛
み
、
し
び
れ
な
ど
の

不
快
な
症
状
の
緩
和
も
行
な
う
こ

と
が
で
き
ま
す
」

家
族
の
精
神
的
苦
労
も
対
象

　
（
坂
口
医
師
）「
が
ん
と
の
闘
病

　

医
療
用
語
で
最
近
よ
く
耳
に
す

る
「
緩
和
ケ
ア
」
と
は
、
本
来
は

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
が
ん

治
療
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
る
医

療
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
が
ん
治
療
の

早
期
か
ら
緩
和
医
療
が
介
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
が
ん
」
と
診

断
さ
れ
た
不
安
、
術
後
や
抗
が
ん

剤
に
よ
る
痛
み
や
し
び
れ
な
ど
の

改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
積
極
的
な
治
療
を
希
望

し
な
い
、
あ
る
い
は
根
治
的
治
療

が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
患
者
に
対

し
て
、
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け

で
な
く
、
身
体
的
苦
痛
や
精
神
的

苦
痛
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
、
患

者
本
人
や
家
族
へ
心
の
緩
和
医
療

も
提
供
し
て
い
る
病
院
が
増
え
て

い
ま
す
。

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
体
制

　

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
に
あ
る
「
湘

南
東
部
総
合
病
院
」
の
緩
和
医
療

は
、
医
師
を
は
じ
め
看
護
師
、
薬

剤
師
、心
理
士
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
加
え
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
「
チ
ー
ム
医

　
「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」（
茅
ケ
崎
駅
前
か
ら
無
料
バ
ス
運
行
中
）
の
緩
和
ケ
ア
医
療
を

紹
介
し
ま
す
。
同
院
で
は
入
院
治
療
だ
け
で
な
く
、
外
来
で
も
緩
和
ケ
ア
診
療
を
行
な
っ

て
お
り
、
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
身
体
的
・
精
神
的
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院
・
緩
和
ケ
ア
科

が
ん
闘
病
中
の
身
体
的
苦
痛
、

精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
の
改
善
の
た
め
に

特 集

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
８
月
26

日
㈰
10
時
〜
15
時
ま
で
、「
授
業

体
験
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

将
来
、
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い

る
高
校
生
が
、
同
大
の
授
業
を
体

験
で
き
る
好
評
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
同
日
は
、
中
学
生
・
高
校

生
を
対
象
と
し
た
講
座
も
開
催
。

作
業
療
法
学
専
攻
長
の
生
田
宗
博

教
授
に
よ
る
テ
ー
マ
「
脳
機
能
を

回
復
さ
せ
る
作
業
療
法
」
の
公
開

講
座
で
す
。同
大
学
担
当
者
は「
作

業
療
法
士
が
医
療
現
場
で
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
が
分
か
る

講
座
で
す
。
今
後
進
路
を
決
め
て

い
く
中
高
生
に
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
公

開
講
座
は
、
事
前
申
込
み
が
不

要
。
詳
細
は
同
大
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
湘
南
医
療
大
学
☎︎

０
４
５
・
８
２
１
・
０
１
１
５
（
入

試
事
務
室
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

過去に開催された公開講座の様子

　

下
田
看
護
専
門
学
校
で
は
こ
の

春
、
Ｈ
30
年
度
生
と
な
る
40
名
の

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
大
半
は
、
同
校
が
あ

る
静
岡
県
下
田
市
で
新
生
活
を
始

め
た
り
、
学
生
寮
（
下
田
看
護
専

門
学
校
専
用
）
に
入
寮
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
同
校
で
は
、
下
田
と

い
う
新
た
な
土
地
で
「
看
護
師
に

な
る
」
と
い
う
希
望
を
胸
に
入
学

し
た
新
入
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
同
じ
夢

を
持
つ
友
人
に
出
会
え
た
」「
興

味
の
あ
る
分
野
な
の
で
授
業
が
楽

し
い
」
な
ど
学
校
生
活
の
感
想
の

ほ
か
、
多
い
回
答
の
中
で
「
一
番

の
楽
し
み
は
友
達
と
話
す
こ
と
」

と
い
う
新
生
活
に
関
す
る
も
の
が

目
立
ち
ま
し
た
。
昼
休
み
に
は
、

校
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
友
人
と

笑
顔
で
昼
食
を
食
べ
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、同
校（
下

田
看
護
専
門
学
校
）
を
選
ん
だ
理

由
は
、「
学
校
説
明
会
に
参
加
し

て
進
学
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
の

回
答
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
校
担
当
者
は
「
当
校
で
は
学

生
の
『
看
護
師
に
な
り
た
い
』
と

い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
見
学
や

説
明
会
に
お
越
し
下
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
下
田
看
護
専
門
学
校

（
☎︎
０
５
５
８
・
２
５
・
２
２

１
１
）
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

充
実
感
あ
る
学
校
生
活
も
魅
力
の
同
校

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
実

施
の
国
家
試
験
「
介
護
福
祉
士
」

の
受
験
者
（
予
定
含
む
）
を
対
象

と
し
た
「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」

を
今
秋
に
開
講
し
ま
す
。
日
時
は

10
月
22
日
㈪
、
29
日
㈪
、
11
月
５

日
㈪
の
12
時
30
分
〜
16
時
30
分
。

受
講
料
は
４
千
円
（
上
表
参
照
）。

　

講
座
で
は
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
多
く

の
受
験
者
が
苦
手
と
す
る
科
目
に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
内
容
な
の

で
、
効
率
よ
く
学
習
で
き
ま
す
。

働
き
な
が
ら
国
家
試
験
合
格
を
目

指
す
方
に
是
非
お
勧
め
で
す
。

　

詳
細
は
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護福祉士 筆記対策講座
日時

費用

申込

10 月 22 日（月）
10月 29 日（月）
11月    5 日（月）
各日 12:30～16:30
4,000 円
（3回分・テキストは別途）

ふれあい医療福祉研修センター

☎ 0467-84-0576

税込

専門職が集まった医療チームでケアに取り組む

▲緩和ケアを担
　当しているの
　は経験豊富な
　医療スタッフ

▶︎
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
・
緩
和
ケ
ア

　

病
棟
内
の
様
子

過去の考え方

積極的な緩和ケア（苦痛緩和治
療）は、がんに対する治療の終了
後に行なう。

がんに対する
治療

緩和
ケア

がんの経過

現在の考え方

がんに対する治療と並行して緩
和ケアを行ない、状況に合わせ
て割合を変えていく。

がんに対する
治療 緩和ケア

がんの経過

がん治療の
考え方のイメージ
がん治療の

考え方のイメージ

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

1
北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45

シャトルバス
乗場

〒253-0083　神奈川県茅ヶ崎市西久保500

お問合せはこちらへ

0467-
83-9091

湘南東部
総合病院
医療社会サービス部

TEL

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座

苦
手
な
筆
記
試
験
を
克
服
し
よ
う
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

学
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

新
入
生
、
充
実
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

下
田
看
護
専
門
学
校

医
療
の
仕
事
を
考
え
よ
う

「
授
業
体
験
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
！

湘
南
医
療
大
学
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認知症を知ろう！家族として向き合って ～病を恐れず“いま”を生きる～
　「誰でも認知症にはなり得ます。徐々に
記憶が障害されていく不安。運命の分か
れ目は、心の豊かさではないでしょうか。
母の半生から、どのように今を生きるべき
かを精神科医の目で考えてみました」と
齊藤和郁葉医師は話します。
　ふるってご参加ください。

8月18日（土）14：00～15：00
湘南さくら病院 1階 作業療法室

次回予告

講 

師

日 時

会 場

湘南さくら病院
精神科

齊藤 和郁葉 医師

医学講座 参加無料参加無料

9月29日（土）開催

交通のご案内

お問合わせ
湘南さくら病院（総務課）
☎0467-54-2255
茅ヶ崎市下寺尾1833

茅ケ崎駅､湘南台駅より
神奈中バス｢文教大学｣下車､徒歩8分

茅ケ崎駅 辻堂駅

湘南
さくら病院

寒
川
駅

1

47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

漢方（薬）治療入門 ～漢方（薬）のい・ろ・は～
　漢方薬を処方された時、「漢方（薬）
の治療ってどんな方法？」「飲み方は？」
など疑問を感じたことはありませんか。
　今回は漢方の「入門編」として、漢方治
療や漢方薬について、漢方専門医の宮田
医師（非常勤）が分かりやすくお話します。
皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい。

8月28日（火）14：00～15：00 講 

師

日 時

会 場

茅ケ崎新北陵病院
内科

宮田 篤志 医師

医学講座 参加無料参加無料

次回予告
9月25日（火）14：00から開催 【講師】中谷院長

茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

交通のご案内

お問合わせ
茅ケ崎新北陵病院（担当 香川）
☎0467-53-4111
茅ヶ崎市行谷583-1

茅ケ崎駅 辻堂駅

寒
川
駅

1

47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅
小
田
急
江
ノ
島
線

文教大学

茅ケ崎
新北陵病院

茅ケ崎駅北口から無料シャトルバス

　

い
ず
れ
の
食
中
毒
も
予
防
に

は
、
食
材
の
低
温
保
存
、
調
理
前

に
室
温
で
放
置
し
な
い
、
加
熱
す

る
、
調
理
後
は
早
く
食
べ
る
な
ど

の
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
熱
中
症

　

高
温
に
よ
っ
て
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
な
ど
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
体
温
の
調
節

機
能
が
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
で

発
症
し
ま
す
。
体
温
上
昇
、
め
ま

い
、
だ
る
さ
、
け
い
れ
ん
、
意
識

異
常
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。

　

熱
中
症
は
７
〜
８
月
に
集
中

し
、
死
亡
者
数
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
温
暖
化
と
都
市
化
の
影
響

で
真
夏
日
・
猛
暑
日
・
熱
帯
夜
が

急
増
し
、
30
℃
以
上
の
時
間
数
は

こ
の
30
年
で
２
倍
に
な
っ
て
い
ま

す
。
早
朝
か
ら
暑
く
、
夕
暮
れ
ま

で
高
温
と
い
う
昔
の
暑
さ
と
異
な

る
こ
と
を
理
解
し
、
暑
さ
へ
の
対

応
も
現
代
流
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

ブ
ド
ウ
球
菌
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、

セ
レ
ウ
ス
菌
な
ど
が
代
表
で
す
。

◇
食
中
毒
【
感
染
型
】

　
食
品
に
付
着
し
た
菌
が
体
内
で

増
殖
し
て
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
肉
類
・
魚
介
類
・
乳
製
品

な
ど
が
原
因
で
、
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
病
原
性
大
腸

菌
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
ウ
ェ

ル
シ
ュ
菌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
で
す
。
こ
の

シ
ー
ズ
ン
は
「
食
中
毒
」
と
「
熱

中
症
」
に
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。

◇
食
中
毒
【
毒
素
型
】

　
食
品
に
つ
い
た
菌
が
増
殖
し
て

毒
素
を
出
し
、
そ
れ
が
体
内
に
入

る
と
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。
加

熱
で
細
菌
が
死
滅
し
て
も
、
毒
素

は
耐
熱
性
の
た
め
、
摂
取
で
中
毒

症
状
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
黄
色

　

熱
中
症
に
は
、
気
象
庁
『
高
温

注
意
情
報
』
や
環
境
省
『
暑
さ
指

数
』
等
の
情
報
を
収
集
し
、
暑
さ

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
ま
ず

重
要
で
す
。

　

高
齢
の
方
は
ク
ー
ラ
ー
を
控
え

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
冷
房
機

器
の
活
用
は
今
年
の
暑
さ
に
は
賢

い
選
択
で
す
。
こ
の
時
期
に
体
温

が
上
が
り
、
め
ま
い
や
だ
る
さ
な

ど
、身
体
の
異
変
に
気
付
い
た
ら
、

す
ぐ
に
当
院
内
科
へ
ご
相
談
下
さ

い
」。

■
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
茅
ヶ
崎

市
行
谷
５
８
３
の
１
）
☎
０
４
６

７・５
３・４
１
１
１

介
し
ま
す
。

　
（
奥
名
誉
院
長
）「
診
察
で
は『
ま

さ
か
私
が
食
中
毒
？
』
と
心
当
た

り
が
な
い
方
も
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
食
材
の
外
見
か
ら
は
菌
の
付

着
が
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
食
品
の
管
理
や
調

理
環
境
な
ど
に
は
十
分
注
意
を
払

い
、
食
中
毒
・
感
染
予
防
の
基

本
で
あ
る
手
洗
い
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
嘔
吐
、
下

痢
、
腹
痛
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

と
に
か
く
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
二
次
感

染
等
の
予
防
を
考
え
た
行
動
が
、

家
族
な
ど
周
囲
を
守
り
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
北
部
に
あ
り
、
市
内

の
ほ
か
、
寒
川
町
や
藤
沢
市
な
ど

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
の
良
い
「
茅
ケ

崎
新
北
陵
病
院
」
で
は
、
毎
夏
に

食
中
毒
や
熱
中
症
の
診
察
、
治
療

を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
湘
南

地
域
の
病
院
で
す
。

　

同
院
の
奥
名
誉
院
長
の
話
を
紹茅ケ崎新北陵病院へは茅ケ崎駅から

無料シャトルバスをご利用ください。

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
め
る
環

境
も
整
え
て
お
り
ま
す
」

　
―
―
―
ど
の
よ
う
な
人
が
利
用

で
き
ま
す
か
？

　
（
相
談
員
・
丹
藤
さ
ん
）「
最
近

転
び
や
す
く
な
っ
た
方
、
む
せ
や

す
く
な
っ
た
方
、
仕
事
や
趣
味
活

動
へ
の
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
方

な
ど
、
日
常
生
活
の
動
作
で
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な
利
用

内
容
に
つ
い
て
、
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
見
学
や
電
話
相
談

も
可
能
で
す
。
身
近
な
施
設
を
ぜ

ひ
有
意
義
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
」。

身
体
機
能
と
向
き
合
い
、
意
欲
を

も
っ
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
当
施
設
で
は
、
中
長
期
的
な

入
所
が
可
能
で
す
」

　
―
―
―
自
宅
復
帰
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

　
（
相
談
員
・
沼
澤
さ
ん
）「
介
助

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
福
祉
用
具

の
選
定
、住
宅
改
修
の
提
案
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
生
活
の
た
め
の
お

手
伝
い
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
に
あ
る
『
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
で
は
、
元
気
で

明
る
い
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
レ

と
り
あ
る
空
間
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
経

験
豊
か
な
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
な
ど
）
が
し
っ
か
り
行
な
う
の

で
、
ご
利
用
者
様
は
自
分
自
身
の

　

―
―
―
「
ふ
れ
あ
い
の
百
合
」

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
相
談
員
・
遠
藤
さ
ん
）「
ふ
れ

あ
い
の
百
合
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

機
能
訓
練
室
は
と
て
も
広
く
、
ゆ

　

今
年
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
百
合
」
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
医
療
的
ケ
ア
（
イ
ン
ス
リ
ン
・
胃い
ろ
う瘻
・
褥
じ
ょ
く
そ
う
瘡
）
が
必
要
な
人

か
ら
、
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
注
目
施
設
に
迫
り
ま
す
。

最
近
で
は
医
療
依
存
度
が
高
い
人

が
中
長
期
に
わ
た
っ
て
入
所
で
き

る
施
設
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
施
設
に
お
い
て
医
療
体

制
の
整
備
は
重
要
で
、
緊
急
時
な

ど
に
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

入
所
・
通
所
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

主
な
入
所
期
間
は
３
カ
月
〜
１

年
程
度
。
そ
の
ほ
か
、
自
宅
で
生

活
し
て
い
る
人
や
、
入
院
・
入
所

か
ら
の
在
宅
復
帰
後
に
利
用
で
き

る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」、　

お
盆
休
み
な
ど
で
家
族
が

外
出
す
る
期
間
や
高
齢
者
の
熱
中

症
対
策
な
ど
の
た
め
に
１
泊
単
位

で
入
所
で
き
る
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
老
健
も
あ
り
ま
す
。

　
「
老
健
」
の
利
用
は
、
在
宅
介

護
で
の
家
族
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
重
要
な
社
会
的
意

義
が
あ
り
ま
す
。

が
で
き
る
高
齢
者
施
設
で
す
。

　

病
院
と
自
宅
の
中
間
的
な
役
割

を
果
た
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
タ
ッ
フ
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
国
家
資
格
に
は
、【
理

学
療
法
士
／
Ｐ
Ｔ
】【
作
業
療
法

士
／
Ｏ
Ｔ
】【
言
語
聴
覚
士
／
Ｓ

Ｔ
】
が
あ
る
）
が
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

　

入
所
し
て
い
る
人
に
は
、
将
来

的
に
自
宅
に
帰
っ
た
際
、
生
活
に

困
ら
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
行

な
い
、
通
所
に
お
い
て
も
、
そ
の

人
に
あ
っ
た
身
体
機
能
の
訓
練
や

維
持
、
助
言
な
ど
を
行
な
い
日
々

の
生
活
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

医
療
連
携
は
必
須

　

こ
の
よ
う
に
医
療
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
「
老
健
」
で
す
が
、

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る

要
介
護
者
が
、
入
所
し
て
身
体
ケ

ア
を
受
け
た
り
、
定
期
的
に
通
っ

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

病
院
と
自
宅
の
中
間

　

介
護
老
人
保
健
施
設（
以
下「
老

健
」）
と
は
、
医
療
ケ
ア
や
リ
ハ

　

高
齢
者
向
け
の
施
設
が
多
様
化
し
、
利
用
の
幅
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」、

い
わ
ゆ
る
「
老
健
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

食中毒予防のポイント
食品の購入 家庭での保存

調理 食事

消費期限などの日付を確認
してから購入。魚や肉はそ
れぞれ分けて包み､保冷剤と
一緒に持ち帰りましょう。

冷蔵庫は 10℃以下､冷凍庫は
-15℃以下に維持しましょう。
また､冷凍した食品の解凍は
冷蔵庫で行ないましょう。

作業前には手を洗い､清潔
な台所で調理をしましょ
う。食品の加熱は十分に
行ないましょう。

食事の前に手を洗いましょ
う。食べ物は長時間放置せ
ず､残った食品は清潔な容器
に入れて保存しましょう。

介護老人保健施設
  こんな人におすすめ
病院からの退院直後
でリハビリが
必要な人

家に閉じこもりがちで、出歩
く機会が少なくなってしまっ
た人

要介護者の機能回復による介
護負担の軽減、常時介護から
解放されることによる精神的
負担の軽減が必要な人

         TEL 0467-84-6501（代）
相談室 0467-84-6601（直通）
FAX 0467-84-6502

対象：要介護１～５…全介護サービス利用可
要支援１～２…通所リハビリテーション

                短期入所療養介護（ショートステイ）

茅ヶ崎中央
新湘南バイパス

湘南東部総合病院

市役所
茅ケ崎中央病院

十間坂

ニトリ

ふれあいの百合

北口
茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校

茅ヶ崎西

ふれあいの麗寿
茅ケ崎駅

茅ヶ崎市
    南湖1-6-14

介護老人保健施設 

  ふれあいの百合

◀ 奥 淳治 名誉院長

経験豊かなセラピスト（理学療法士
など）が行なう丁寧なリハビリは評判

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
取
材
協
力
）

　

下
痢
・
腹
痛
・
嘔
吐
・
め
ま
い

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
時
期
は
我
慢
禁
物
！

夏
の
２
大
警
戒
！
「
食
中
毒
」
と
「
熱
中
症
」

  

最
大
の
特
徴
は

       

細
や
か
な
リ
ハ
ビ
リ
と
医
療
サ
ポ
ー
ト

　
茅
ヶ
崎
市
南
湖
の
新
老
健
「
ふ
れ
あ
い
の
百
合
」

在
宅
復
帰
を
目
指
す
高
齢
者
施
設

「
老
健
」
の
利
用
は
社
会
的
な
意
義
あ
り


